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　小野竹喬は、明治２２（１８８９）年、今の笠岡市笠岡西本町で、商家の四男として生ま

れました。

　１４歳の時、画家になるため京都に行き、栖鳳塾で絵の勉強をし、１５歳のときに先生か

ら竹橋（３３歳の時に竹喬と改名）という名前をもらいました。

　大正５（１９１６）年、セザンヌなどの影響により洋画の手法を取り入れた「島二作」が

展覧会で特選に選ばれました。大正７（１９１８）年には新しい日本画の創造を目指して、

土田麦僊らと国画創作協会をつくりました。

　大正１０（１９２１）年から半年間ヨーロッパへ行き、西洋美術を研究しました。帰国後は、

文人画（職業画家でない知識人の制作する絵画）への思いを深め、昭和３（１９２８）年に

描いた「冬日帖」で、素朴で瑞々しい独自の風景画を完成させました。

　戦後は、日本の伝統的な大和絵を新たに解釈し、明快で温和な作風を確立しました。

　代表的な作品には「奥の細道句抄絵」があり、ずしんと、心の中までしみこむあたたかさ

を感じられるような絵だと言われています。７５年間の画業を通して、日本の自然の美しさ

を描き続けた画は人々に愛されています。

　竹喬の功績をたたえ伝えるため、昭和５７（１９８２）年に、笠岡市立竹喬美術館が開館

しました。

活躍した年：
１８８９～１９７９年

活躍した分野：

日本画家

ゆかりのある場所：

・笠岡市立竹喬美術館
かさおかしりつちっきょうびじゅつかん

　      お   の  ちっきょう　         めい  じ                                            ねん　    いま      かさ おか  し かさ おかにし ほんまち     　    しょうか　     よんなん　                  う

                    さい　   とき　      が   か　                             きょう と　   い　          せいほうじゅく       え　     べんきょう　                          さい                        せんせい

      ちっきょう　              さい       とき　   ちっきょう     かいめい　                         な  まえ

       たいしょう　                                       ねん　                                           えいきょう　              よう  が    　 しゅ ほう        と　      い　                 しま  に  さく

てんらん かい　    とくせん　    えら　                                   たいしょう　                                 ねん            あたら　          に  ほん  が　     そうぞう　     め    ざ

 つち  だ ばく せん　         こく が そうさくきょうかい

       たいしょう　                                           ねん　          はん としかん　                                い　        せい よう  びじゅつ　 けんきゅう　                     き  こく  ご

 ぶん じん が　  しょくぎょうが   か　                   ち  しき じん　   せいさく　            かいが　              おも　          ふか　          しょうわ　                                          ねん

 えが　                とうじつちょう　                そ  ぼく    　みずみず            どく  じ      　ふう けい が　     かんせい

       せん  ご　             に  ほん　   でんとうてき　     やまと    え　    あらた        　かいしゃく　    めいかい　    おん  わ    　  さくふう　   かくりつ

      だいひょうてき　  さく ひん　                おく       ほそみち  く しょうえ　                                                      こころ 　なか

       かん　                                            え   い　                                                        ねんかん　     がぎょう  　とお                 に  ほん　     し  ぜん　  うつく

       えが　   つづ               え        ひと びと　   あい

      ちっきょう     こう せき　                      つた　                       しょう わ                                                    ねん　       かさおかしりつちっきょうびじゅつかん     かいかん

町
庄
里

市
口
浅

市
原
井

町
掛
矢

市
敷
倉

町
島
早

市
社
総

市
梁
高

市
見
新

市
岡
笠


